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第３回定例会

小
中
学
校
保
護
者
負
担
の
軽
減
な
ど
を
要
求

ば
く
大
な
積
立
金
は
維
持
し
、
市
民
要
望
後
回
し
の
決
算
に
反
対

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
（
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
）
が
増
え
て
補

正
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
の
収
入
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
住
民
税
控
除

に
よ
る
減
収
で
収
支
は
大
赤

字
。
2
0
1
5
年
度
だ
け
で

も
3
億
5
千
万
円
も
の
赤
字
で

す
。
こ
れ
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
2
0

1
1
億
1
千
万
円
で
、
過
去
最

大
の
予
算
額
で
し
た
。
し
か

し
、
90
億
円
が
使
わ
れ
ず
に
、

不
用
額
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
福
祉
な
ど
に
使
わ

れ
る
民
生
費
で
、
32
億
円
が
不

用
額
と
な
り
、
実
際
は
「
上
げ

　

旅
館
業
法
の
規
制
を
緩
和

し
、
一
軒
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

　

市
の
情
報
漏
え
い
対
策
で
、

手
の
ひ
ら
の
静
脈
で
個
人
を
識

別
す
る
生
体
認
証
や
、
ネ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
設
備
で
1
億
5
千
万
円
の
契

約
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
た
め
の
も
の

で
す
。

　

個
人
情
報
に
番
号
を
ふ
り
、

全
国
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
や
り
取

を
低
下
さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

地
方
間
格
差
の
是
正
の
た
め

と
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
が
、

自
治
体
を
返
礼
品
競
争
で
疲
弊

さ
せ
収
入
減
を
ま
ね
い
て
い
ま

す
。

　

財
政
力
の
小
さ
な
自
治
体
の

支
援
は
国
が
行
な
う
仕
事
で
あ

り
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
見

直
す
べ
き
で
す
。

底
予
算
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

剰
余
金
を
積
み
立
て
、
財
源

調
整
基
金
残
高
は
史
上
3
番
目

の
2
4
1
億
5
千
万
円
で
し
た
。

　

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
っ

て
、
個
人
消
費
が
戦
後
初
め
て

2
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

一
室
を
宿
泊
施
設
と
し
て
営
業

で
き
る
『
民
泊
』
を
導
入
す
る

条
例
「
改
正
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

先

行
す

る

自

治

体

で
は
、

「
常
駐
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
」
、

「
利
用
者
の
大
き
な
話
し
声
や

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
引
く
音
な

ど
騒
音
が
ひ
ど
い
」
「
ゴ
ミ
の

放
置
」
な
ど
多
く
の
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
宿
泊
客
の
安
全

確
保
や
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
を
回

避
す
る
た
め
の
法
整
備
こ
そ
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
問
題
の
あ
る
規
制
緩
和
に

反
対
し
ま
し
た
。

り
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
は
、

お
金
を
か
け
て
も
情
報
漏
洩
は

防
げ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
制

度
導
入
に
7
億
円
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
発
行
に
2
億
5
千
万
円

（
1
枚
約
6
万
円
）
と
次
々
と

税
金
を
投
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の

な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
廃

止
こ
そ
必
要
で
す
。

３
億
５
０
０
０
万
円
の
赤
字

規
制
緩
和
に
反
対

　
　
　
　
　
　

 

で

　
　
　

過
剰
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
備
が

財
政
調
整
基
金
の
積
立
金
は
市
政
史
上
３
番
目

健康福祉委員
議会運営委員

市民環境経済委員長
会 派 代 表

市民環境経済委員
四市複合事務組合議員
民生委員推薦会委員

文 教 委 員
議会運営委員
農 業 委 員

総 務 副 委 員 長
県後期高齢者医療

広域連合議員

渡辺ゆう子
習志野台4-12-3-403

462-7273

中沢　学
前原西1-10-23-202

493-8140

建 設 委 員

広 報 委 員 長

松崎 さち

健康福祉委員
広 報 委 員

印内3-27-1-502
419-8470

文 教 委 員
消 防 委 員

坂井 洋介
高根台7-14-4-1
404-2039

習志野台商店街バス通りのケヤキ並木
　1967 年に建設された習志野台団地。そのメインスト

リートの街路樹。周辺の自然が削られる中、このケヤキ

をねぐらにするムクドリが今は悩みの種。しかし、芽吹

き、新緑、紅葉…四季折々の魅力を放ち、立ち続けてい

ます。

船橋再発見

中
で
、
市
民
生
活
支
援
策
は
、

緊
急
の
課
題
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
逆
の

こ
と
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
国
の
年
少
扶
養
控

除
の
変
更
に
よ
っ
て
、
保
育
料

が
跳
ね
上
が
る
事
態
に
な
っ
て

も
、
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

ま
で
放
置
し
て
い
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
な

ど
、
市
民
負
担
増
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
学
校
の
老
朽
化
対
策

は
遅
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

ま
た
、
過
剰
投
資
に
な
り
か

ね
な
い
南
北
清
掃
工
場
の
建
替

や
、
市
立
船
橋
高
校
第
三
体
育

館
建
設
、
三
番
瀬
環
境
学
習
館

建
設
な
ど
、
大
型
の
建
設
事
業

が
次
々
と
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
の
審
議
は
、
来
年
度
予

算
の
作
成
時
期
と
重
な
っ
て
い

ま
す
。
決
算
審
議
を
踏
ま
え
た

　

8
月
25
日
に
開
会
し
た
第
3
回
船
橋
市
議
会
定
例
会
は
、
10
月
19
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
の
民
泊
に
関
す
る
条
例
「
改
正
」
案
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
補
正
予
算
案
等
を
審
議
し
、

一
般
質
問
で
は
、
小
中
学
校
の
保
護
者
負
担
軽
減
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」、
余
熱
利
用
施
設

の
利
用
料
問
題
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
決
算
審
査
も
行
い
、
保
育
料
や
介
護
保
険
料

を
値
上
げ
し
、
民
生
費
の
不
用
額
は
32
億
円
、
剰
余
金
積
立
残
高
も
2
4
1
億
5
千
万
円
と
い
う
市
民

を
苦
し
め
な
が
ら
お
金
を
貯
め
こ
む
決
算
認
定
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

予
算
を
作
成
す
る
よ
う
、
議
会

と
し
て
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
、
再
び
市
民
生
活
後

回
し
の
「
上
げ
底
予
算
」
と
な

っ
て
し
ま
う
の
か
、
市
長
の
政

治
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

民
生
費
32
億
円
の
不
用
額
を
計
上

民泊
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家
具
等
の
転
倒
・
落
下
防
止

対
策
強
化
は
、
避
難
経
路
の
確

保
や
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
減

少
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

　

転
倒
防
止
器
具
は
「
自
主
防

　

現
在
国
は
、
「
公
共
施
設
の

多
く
が
今
後
建
替
え
時
期
を
迎

え
る
の
で
そ
の
費
用
の
削
減
が

必
要
」
と
、
地
方
自
治
体
に
、

統
廃
合
や
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
で
、
施
設
総
量
を
減
ら
す
具

体
的
な
計
画
を
つ
く
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

　

船
橋
市
も
、
学
校
を
は
じ
め

全
施
設
を
見
直
し
、
維
持
管

理
・
建
替
え
等
の
計
画
を
来
年

3
月
ま
で
に
策
定
予
定
で
す
。

　

三
番
瀬
は
シ
ギ
や
チ
ド
リ
、

カ
モ
類
な
ど
が
多
く
飛
来
す
る

野
鳥
の
生
息
地
で
す
。

　

市
の
環
境
部
長
も
「
重
要
種

　

中
学
校
の
入
学
準
備
で
は
、

学
生
服
、
夏
服
、
体
操
服
、
か

ば
ん
、
上
履
き
だ
け
で
10
万
円

近
い
出
費
が
必
要
で
す
。
部
活

動
で
も
用
具
や
揃
い
の
ウ
エ
ア

な
ど
に
多
額
の
出
費
が
求
め
ら

　

い
ま
国
で
は
、
医
療
費
や

介
護
費
用
の
抑
制
の
た
め
に
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
進
め
、　

船
橋
市
で

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を

「
施
設
か
ら
居
宅
」
で
支
援
す

る
と
い
う
方
針
で
す
が
、
こ
の

野
鳥
の
生
息
地
、

三
番
瀬
の
保
全
を

「
住
み
慣
れ
た
地
域
」

の
広
さ
と
は
？

温
浴
施
設
の

水
増
し
利
用
料

家
具
転
倒
防
止
器
具

に
助
成
を

市
の
施
設
が

減
ら
さ
れ
る
！？

小
中
学
校
保
護
者

負
担
の
軽
減
を

　

北
部
清
掃
工
場
の
余
熱
利
用

の
温
浴
施
設
が
来
年
4
月
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。
そ
の
利
用
料

を
5
0
0
円
と
す
る
等
を
定
め

る
条
例
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
料
の
算
定
根
拠
に
疑
義

が
あ
り
ま
す
。

内　　容 結果 共産
（8人）

公明
（10人）

清風
（6人）

新成
（6人）

自民
（5人）

市政
（5人）

市民
（4人）

民進
（3人）

研政
（2人）

日
本
共
産
党
提
案
の
意
見
書

憲法改定の検討をやめるよう求める意見書 否決 ○ × × × × × ○ × ×

TPP 協定承認案と関連法案の撤回を求める意見書 否決 ○ × × × × × ○ ○ ×

公的年金積立金の運用見直しを求める意見書 否決 ○ × × × × × ○ × ×

南スーダンに派遣している自衛隊は安保法による任務
拡大ではなく撤退させることを求める意見書 否決 ○ × × × × × ○ × ×

沖縄に対する自治権の侵害をやめ、基地強化の方針を
撤回することを求める意見書 否決 ○ × × × × × ○ × ×

社会保障の大改悪中止を求める意見書 否決 ○ × × × × × ○ × ×

保育所待機児童の解消に向けた抜本的対策の実施を求
める意見書 否決 ○ × × × × × ○ × ×

陳
情

８月 15日正午の黙とうの合図に関する陳情 採択 ○ × ○ ○ × × ○ × ○

原発事故による自主避難実施者への住宅支援に関する
陳情 不採択 ○ ○ × × × × ○ × ×

指定難病以外の難病・疾病対策の充実を求める意見提
出に関する陳情 採択 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ×

障がい者虐待防止の強化等に関する陳情 不採択 ○ × × × × × ○ × ×

第 3 回定例会　日本共産党提案の意見書とおもな陳情への態度 　
三
番
瀬
海
浜
公
園
近
く
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
置
き
場
（
13
か

所
）
で
繰
り
返
し
起
き
て
い

る
危
険
な
火
災
の
問
題
解
決

に
向
け
、
国
に
対
策
を
求
め

る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
6
月
議
会
に
日
本
共
産
党
が
提

出
し
た
意
見
書
が
継
続
審
査
に
な

り
、
そ
の
後
の
9
月
議
会
の
市
民

環
境
経
済
委
員
会
で
、
内
容
と
表

題
を
修
正
し
、
全
会
派
の
賛
成
で

可
決
、送
付
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
適
正
管
理
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書
」
全
会
一
致
で
可
決

災
組
織
の
補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー

に
あ
る
」
と
市
は
言
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
は
、
自

治
会
館
用
に
1
件
の
購
入
の
み

で
す
。
個
人
宅
へ
の
取
付
を

す
す
め
る
助
成
制
度
が
必
要
で

す
。
「
5
千
円
ず
つ
百
世
帯
に

助
成
し
て
も
50
万
円
、
工
務
店

の
仕
事
づ
く
り
に
も
な
る
」
と

た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
自
主
防
災
組
織
や
自

治
会
に
聞
き
取
り
を
し
、
助

成
の
あ
り
方
を
少
し
整
理
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

れ
ま
す
。
就
学
援
助
で
は
到
底

足
り
ず
、
就
学
援
助
を
受
け
て

い
な
い
世
帯
で
も
経
済
的
負
担

が
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
就

学
援
助
制
度
の
抜
本
的
拡
充
と

と
も
に
、
就
学
に
か
か
る
諸
支

出
の
元
々
の
金
額
を
低
く
抑
え

る
よ
う
各
学
校
を
指
導
す
べ
き

だ
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
部
長
は
、
「
保
護

で
は
ス
ズ
ガ
モ
、
ミ
ヤ
コ
ド

リ
、
ハ
マ
シ
ギ
、
コ
ア
ジ
サ
シ

な
ど
38
種
類
確
認
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ふ
な
ば
し
三
番

瀬
海
浜
公
園
の
浜
辺
で
、
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
や
模
型
飛
行
機
に

野
鳥
が
追
い
払
わ
れ
る
状
況
が

　

市
は
、
原
価
の
半
額
を
利
用

者
負
担
と
す
る
と
の
事
で
す

が
、
水
道
代
の
見
込
み
が
過
大

で
す
。
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
水
量

は
最
大
で
も
1
人
50
㍑
程
度
で

す
が
、
シ
ャ
ワ
ー
等
で
1
人
が

2
0
0
㍑
も
使
用
す
る
計
算
で

し
た
。

　

あ
る
メ
ー
カ
ー
で
は
使
用
水

量
が
1
分
あ
た
り
6
･
5
㍑
の

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
が
紹
介
さ
れ

　

市
は
、
「
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

は
維
持
す
る
」
と
言
う
一
方

で
、
「
老
朽
化
し
た
施
設
を
全

て
建
替
え
る
と
、
44
年
間
に

5
4
1
億
円
が
必
要
で
財
源
不

足
に
な
る
」
「
民
間
活
用
で
施

設
を
保
有
し
な
い
と
な
れ
ば
費

用
の
軽
減
が
で
き
る
。
ど
の
よ

う
な
施
設
が
民
間
活
用
で
き
る

の
か
検
討
中
」
な
ど
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

「
削
減
」
前
提
の
計
画
で
な

く
、
足
り
な
い
学
校
や
保
育
園

等
、
必
要
な
公
共
施
設
を
充
足

さ
せ
、
し
っ
か
り
維
持
し
て
い

く
市
の
姿
勢
を
求
め
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
使
え
ば
1

人
30
分
近
く
出
し
っ
ぱ
な
し
に

す
る
計
算
で
す
。
水
増
し
で
は

な
い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
が
、

市
は
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
相

談
し
た
上
で
計
算
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
、
認
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

不
当
に
水
増
し
さ
れ
た
原
価

で
利
用
料
を
高
め
に
設
定
す
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
め
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

住
ま
い
を
、
「
住
み
慣
れ
た
地

域
」
に
確
保
で
き
る
か
、
が
カ

ギ
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
船
橋
市
は
「
住

み
慣
れ
た
地
域
」
は
、
「
市
内

の
5
行
政
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ

ク
内
な
ら
、
許
さ
れ
る
」
と
答

え
た
の
で
す
。

　

行
政
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
行
政
が

決
め
た
区
域
で
す
。
市
内
全
域

を
中
部
・
東
部
・
西
部
・
南
部
・

北
部
の
5
つ
に
分
け
、
市
民
生

活
の
実
態
と
は
無
関
係
に
設
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。　

　

こ
ん
な
広
い
地
域
を
基
準
に

住
ま
い
を
確
保
し
て
も
、
そ
の

人
が
暮
ら
し
て
き
た
「
地
域
社

会
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
か

ら
は
、
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
」
で
し
ょ
う
か
？
。

起
き
て
い
ま
す
。
危
険
行
為
禁

止
な
ど
の
公
園
利
用
の
ル
ー
ル

が
明
確
で
な
い
た
め
で
す
。

　

自
然
を
守
り
、
自
然
に
親
し

む
三
番
瀬
利
用
の
ル
ー
ル
を

作
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
は

「
管
理
し
て
い
る
千
葉
県
、
市

川
市
と
3
者
で
ル
ー
ル
作
り
に

者
の
負
担
軽
減
は
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。
学
校
へ
の

働
き
か
け
を
し
て
ま
い
り
た

い
」
、
「
就
学
援
助
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
入
学
当
初
等
、
費
用

の
か
か
る
時
期
が
あ
る
と
い
う

ご
指
摘
も
あ
り
認
識
も
し
て
い

る
。
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

共
産
＝
日
本
共
産
党
、 

公
明
＝
公
明
党
、 

清
風
＝
船
橋
清
風
会
、 

新
成
＝
新
成
、

自
民
＝
自
由
民
主
党
、 

市
政
＝
市
政
会
、 

市
民
＝
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、　

民
進
＝
民
進
党
、 

研
政
＝
研
政
会

第３回

定
例
市
議
会
一
般
質
問
か
ら 

つ
い
て
協
議
し
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
対

象
で
、
国
際
的
な
野
鳥
の
生
態

系
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
三

番
瀬
の
自
然
環
境
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

冬の三番瀬ではたくさんの水鳥が見られます。
写真はハマシギ。シベリアなどから渡ってきます。


